青山荘　　フェイスシート

平成23年　　7月　11日　担当：木村　春子　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　豊川　明男　　様　　　　　男・女　　　　昭和38年5月13日生（48歳）

	
	〒039-1104　八戸市大字田面木字赤坂35-35　　　　　青山荘　　　　電話　0178-27-6638

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	　平成元年　（26歳時）
	罹 患 期 間
	約　19年

	
	入院回数
	　　　　　3回
	延べ入院年数
	1年11ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　田名部Dr）
	外来受診日
	毎週水曜日（週1回）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5千円
	　　2級

	経済状況
	年金
	障害厚生年金2級（月額　約10万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青山荘・デイケア（火・水・金）

	住まいの場
	　青山荘

	入所年月日
	Ｈ20年　10月　9日
	身長
	179.5cm
	体重
	72kg（＋2）

	最終学歴
	岩手県立福岡高校
	免許・資格
	普通自動車第1種免許

クレーン運転免許

	職　歴
	　S56(18歳時)～H6（39歳時）　播磨重工業
	

	保　護　者
	氏　名　切明畑　シゲ　様　　　　　　　　　続柄　伯母　　　（同居　・否）

	入所目的

対人交流能力の訓練と共にストレス対処法を学び、社会復帰を行う。

	入院・治療歴　初診日

平成元年　　　　　　　　～　　平成6年　　月　　通院　　　　　　　不明　　　　　　不明
平成６年　　　６月　　　～　　平成13年11月　　　通院　　　　　八戸赤十字病院　　統合失調症
平成13年　　11月　　　～　　平成14年1月　　　入院　　　　　八戸赤十字病院　　統合失調症
平成14年　　１月　　　～　　平成19年1月　　　通院　　　　　八戸赤十字病院　　統合失調症
平成19年　　１月　　　～　　平成19年2月　　　通院　　　　　松平病院　　　　　統合失調症
平成19年　　２月　　　～　　平成13年10月　　　入院　　　　　川崎こころ病院　　統合失調症
平成19年　　　10月　　　　～　　平成20年9月　　　　入院　　　　　　青南病院　　　　　　　統合失調症
平成20年　　　9月　　　～　　　現在　　　　　　　通院　　　　　　青南病院　　　　　統合失調症

	生活歴　

高校卒業後は単身にて上京し、H6年まで播磨重工業にて働いていた。H1頃より、易疲労感・不眠・幻聴等の症状が出現し、都内の精神科病院へ通院（～H6年）。上記状態が持続しており、H6年6月に辞職し、実家へ帰郷。同時期より八戸赤十字病院へ通院していたが、H13年11月自宅にて大量服薬し、同院へ入院（～H14年1月）。退院後は同院への通院を行っていたが、幻聴・妄想等の症状は持続していた。H19年1月より松平病院へ通院。友人の紹介にて、H19.2.28川崎こころ病院（宮城県）受診し、入院（～H19.9.28）。家族・本人より転院希望があり、H19.10.1に当院受診し青南病院入院する。その後、地域での生活訓練のためH20.10.9青南病院退院・青山荘入所となる。
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

　祖父母両親は既に他界

その後（H18～）、現保護者である叔母に引き取られる。

· 保護者　切明畑シゲ様（叔母）

本人に対してやや過干渉であり、心配なことがあると直ぐに指摘をする。

叔母は叔母の長男夫婦・孫と同居している。現在、心臓の状態悪く通院・投薬にて治療しているとのこと。




平成23年　　7月　11日（月）

	氏　名
	   豊川　明男　様
	男・女
	生年月日
	　昭和38年5月13日生（48歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：生活訓練を通し、生活リズムの確立・生活技術の獲得並びに対人関係の確立を図る。
短期目標：生活リズムを整え、退所に向けた支援（朝食の自炊訓練）を行っていく。

	これまでの経過（前回評価日　平成23年　4月　4日）

	＜前回の問題点に関して＞

・禁煙する

・退所に向けた自炊訓練
１）禁煙外来に通う。

→叔母様に保証人になってもらう為にも、退所までに禁煙　出来るように、禁煙外来に通う。

２）自炊訓練

→退所までに自炊をできるようになりたいとのことから、個別支援で調理を取り入れ、定期的に行っていく。

・デイケア通所について
　　他者交流（継続）

１）デイケア通所について

→色々な体調不良の理由を挙げては、休む事があるため、通所出来ている時には評価していく。

２）他者交流

→対人交流での不安・悩みを傾聴。不安・ストレスを溜めないように支援を行う。

→面談を行うことや話し相手になることで、不安を軽減させる。
・保護者様との関係（継続）

１）保護者様との関係

・保護者様の本人の接し方として、指示的な言い方が本人のプレッシャーになっている。

→面会時には職員が同席し、本人へのストレスとなる発言に対し仲介を行っていく。

２）保護者様の負担を軽減出来るようにする。
・10/31の叔母様との外食で、保護者を出来なくなるかもしれないと話されたとの事。

→実家の兄様とも連絡が取れるよう依頼し、難しい様子あるが今後も打診していく。
＜最近の様子＞

【服薬自己管理】、【金銭管理】、【保清面】、【銀行・市役所等の手続き】は問題なく行なう事出来ている。

【デイケア利用】デイケアは時々不調を訴え欠席する事がある。

【歯科治療・眼科受診】

・5/14　たものき歯科受診し治療をしている。現在も治療中。・4/25大島眼科受診し、レンズの調整行っている。

【禁煙外来】

・3/25から禁煙外来に通い6/16（木）に終了している。その間は禁煙できていたが、終了後にどうしても吸いたくなったと、再び喫煙をしている。

【自炊訓練】

・5/13（金）より朝食の自炊を開始し、徐々に取り組まれている。デイケア休みの日は、自炊を行っている。
【保護者様との関係】

・4/14　保護者の叔母様より電話があり、三戸在住の兄様が本人の印鑑証明が必要なため市役所で手続きをして欲しいとの内容であった。その後、兄様、叔母様が来荘。兄様と5,6年ぶりに再会している。

　　　　施設長より、現在の生活状況、病気、施設の機能について説明、10月の退所に向けて取組んでいること

　　　　伝えている。その後本人含めた3名で市役所に外出、手続行ってきている。帰りはむつ食品まで兄様

に送ってきてもらったとのこと。「会えて少し話ができてよかったです」と表情良好で報告している。

・5/6  印鑑証明書手続きの為、単独で行えるとの事で八戸市役所に外出する。手続き後、兄様とさくら野で待合わせ、昼食も一緒に食べてきたとの報告がある。

・5/30　運転免許証の更新手続きをしている。身分証明書にもなる為と話し、保護者様には内緒にしている。
　


	問題点
	介入方法
	支援期間

	①　退所に向けた支援

（自炊訓練・デイケア通所）


	1）自炊訓練

→退所までに自炊をできるようになりたいとのことから、

個別支援で調理を取り入れ、デイケア休みの日には、自炊をするようにしていく。

→グループホーム入所予定の為、朝食の自炊も5/13（金）より開始し、徐々に取り組まれている。続けて出来るように、簡単なメニューや参考になるような物を提示していく。

グループホームの見学なども行なっていく。

2）デイケア通所について

→色々な体調不良の理由を挙げては、休む事があるため、

　通所出来ている時には評価していく。また、退所後も

デイケア利用の必要性を説明しながら、出来れば利用回数を増やしていく。


	3ヶ月

	②　禁煙する
	１）禁煙する

→退所までに禁煙　出来るようにと、禁煙外来に通っていたが、その間は禁煙できていた。しかし、終了後に再び喫煙をしているため、本数を減らしたり、禁煙するよう働きかけていく。


	

	④　保護者様との関係

　　（継続）
	１）保護者様との関係

　→伯母様とは今まで通り、保証人になってもらう為にも、関係性を保っていく。また、伯母様からの借金は、5万円を返済して終了となる為、その時には職員が立ち会う。

２）実家の兄様との関係

→実家の兄様とも再会出来ているので、今後も近況報告などしながら、関係性が良くなるように介入していく。


	


プラン計画者　氏名：　木村春子

修正プラン実施評価日： 　平成23年　7月　11日（月）　青山荘地域交流活動室













県内在住54歳
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＊母の兄弟は9人だが、現在の保護者（切明畑シゲ様）以外には殆ど関わりは無い。





市内に同居





本人　48歳





44歳





保護者65歳





H18他界








